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航空機の着陸後、離陸までの間に行う点検で、整備士同士の連絡に使用していま
す。 お客さまの乗る飛行機の安全を守りながら、遅延を最小限にするよう、整備士
同士の連絡に使用しています。
具体例としては、点検中に修理や交換が必要と判断した場合に、Buddycomを通
して部品の搬送や作業者の要請を行っています。

整備士が持ち歩く端末数を減らす事ができ、荷物の重量を500g軽くできたのは
大きなメリットでした。 
また、Bluetoothのスピーカーマイクを併用することによって、 騒音環境など状況
に左右されることがなくなったため、整備士のコミュニケーションに有効でした。 
従来の無線機のような機械的な音声ではなく、非常にクリアな音質で個人を特定
しやすいです。

IP無線を導入して良かったこと

専用の無線機を持ち歩く必要がなくな
ったことで、整備士の負担が減り、
1台あたり月額数千円の節約に。

エアライン 整備




